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申請の概要 

歯科衛生士に求められている役割は、近年の高齢社会に伴い、歯科疾患予防にとどまらず多職種連携や訪問・在宅医療

など多岐に亘っており、今後も全身の健康の保持増進、QOL の向上に不可欠となる専門的口腔ケアや口腔機能管理など、

多様化、高度化することが容易に予測される。しかし、このように医療の高度化が進む現在、歯科衛生士の学問である「歯

科衛生学」の内容は漠然としており、歯科衛生士の専門性や視点は具現化されていないのが現状である。その原因の一つ

に「歯科衛生理論」についての教育の困難さがあると思われる。 

本研究では、全国の歯科衛生士養成学校（163 校）に従事する教務主任又は学科長クラスの歯科衛生士を対象に歯科衛

生理論についての教育の現状について質問紙調査を行い、得られたデータから歯科衛生理論に対する認識並びにその必要

性等を把握し、今後の歯科衛生士教育や歯科衛生士が果たすべき役割について検討することを目的とする。 

本研究の結果、「歯科衛生理論」の研究が進み、歯科衛生学の学問体系確立の一助となり、歯科衛生士が担う専門性や歯



 

科衛生士観が具現化され、また今後の歯科衛生士教育や果たすべき役割を見直す機会となり 

得るものと期待される。 




